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相模原市のみなさん、Bom dia!  現在 JICA の日系社会ボランティアとしてブラジルで活動しております、こだま 

まなえです。私は「青少年活動」というもので派遣されていますが、活動の内容は「日本語教育」「日本文化の授業」

「剣道」があります。その中で今回は活動と趣味が半々の「剣道」について紹介します。 

剣剣剣道道道～～～KKKEEENNNDDDOOO～～～   

 ブラジルの剣道はサンパウロを中心に、日系人が多い地域で発展してきました。サンパウロは道場もたくさんあり、6

段や 7段の先生方もいます。しかし、私の活動するブラジル北東部では、各州に１つ、２つ、剣道の道場があるくらい

で、指導する先生は4段です。防具や竹刀の調達、道場の確保も難しい状況ですが、剣士たちは一生懸命稽古に励

んでいます。ブラジルは世界大会でも上位に入るほど剣道のレベルの高い国ですが、ブラジル全体でみると、まだ発

展途中です。 

  

私の活動する町「レシフェ」にも道場が 1つあり、
10人ほどの剣士たちが稽古に励んでいます。皆、
熱心で「この練習は何のためなのか」「手の内の

冴えはどういう練習をしたらいいのか」と質問も

たくさんあります。私自身も常に勉強しながら稽

古しています。 

「芸は身を助ける」といいますが、本当にその通りで、剣道を通してたくさんの出会いがあり、仲間ができました。

その仲間たちは私のブラジル生活をあらゆる面で支えてくれました。日々身をもって「交剣知愛」を実感しています。 

剣道でできた縁により、また新しい縁ができま

す。他の道場へで稽古に行ったり、他の道場か

来たり、ブラジル剣道は大きな家族のような関

係性で、とても温かい気持ちになります。私も

どこの道場に行っても歓迎してもらいました。 
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